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国際会計基準審議会御中 

2010 年3月2日 

 

公開草案「経営者による説明」に対するコメント 

 

我々は、公開草案「経営者による説明」（以下「本公開草案」という。）に対するコメン

トの機会を歓迎する。 

 

【総論】 

我々は、特に現在経営者による説明（以下「MC」という。）がない地域にとって、MC に

関するガイダンスの開発が有用であるので、本プロジェクトに賛成する。 

しかしながら、IASB は、現在、FASBとのMOUプロジェクトをはじめとして、2011年6月ま

での短期間に多くの重要な会計基準の開発を予定している。このため、IASBが、当該会計

基準の開発を優先し、MC に対するガイダンスの開発は、MOUプロジェクトの終了後に再開

するべきであると考える。 

 

【質問項目に対する回答】 

質問 1 

IFRS ではなく、経営者による説明の作成及び表示に対するガイダンス文書を開発する当

審議会の決定に同意するか。同意しない場合、その理由は何か。 

 各国においてMCに関して独自の判断を行うことを可能にするため、IFRSとして強制力を

持つ文書とすることを想定していないことに同意する。 

 

質問 3 

最終の経営者による説明ガイダンス文書に、詳細な適用ガイダンス及び設例を含めないと

いう当審議会の決定に同意するか。同意しない場合、どのような具体的なガイダンスを含

めるか、及びその理由は何か？ 

 IASBでは、詳細な適用ガイダンス及び設例を含めず、最終文書をMCに関するハイレベル

なガイダンスとすることを予定している。しかしながら、我々は、適用ガイダンス又は設

例なしに、実務においてMCに関するガイダンスを利用することは難しいのではないかと考

える。したがって、本公開草案の内容とともに適用ガイダンスや設例まで含めて包括的に

MCに対するガイダンスを開発するべきであると考える。 
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